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Bild　2．神奈川県立婦人総合センターの環境保全林。

　　　Umweltschutzw護lder　herum　Kanagawa　Woman’s（ゐnter（1984）。
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はじめにEinleitung

　江の島は昭和9（1934）年に国指定史跡名勝に指定されていたが，昭和39（1964）年オリンピ

ックに際してヨットハーバーが建設されたと同時に国指定をはずされ，神奈川県史跡名勝に指定

され今日にいたっている。相模湾に残されている史跡名勝に対して，宿泊施設の増加，大型化の

様々な問題が表出してきた。同時に江の島東部の入工埋立地に建設される神奈川県立婦人総合セ

ンターの計画に際し，史跡名勝地における建築物として，周囲に，積極的に土地本来の“生きて

いる緑の構築材料一植生：郷土の森”によっておおわれた自然環境を，復元，創造するための総

合的な基礎調査が行なわれた（第1編　植生と植物相）。基礎調査による植生調査結果，現存植

生図，潜在自然植生図を基礎として，江の島の立地図（植栽可能図）が描かれた。さらに，婦人

総合センターの建物の配置に調和した，自然環境に立地した環境保全林形成計画がつくられた。

1981年7月はじめに第1回植栽された環境保全林は，まだ十分活着しない7月後半から3度襲っ

た台風に何度も痛めつけられた。しかし9月に植栽された地区，あるいは1982年3月に野方され

た樹木とともに，1984年の寒波にもめげず着実に生長している。

　江の島は，現存植生図に示されるように，南～南東からの風がきわめてつよく，風衝草原が南

面，南東面に発達するほどである。したがって，婦人総合センター周辺の“ふるさとの森づくり

一神奈川のもり第1号”も3歩前進2歩後退をつづけながらも確実に生長している。第H編で

は，このような厳しい環境下に植栽され，創造されたふるさとの森づくりの計画，実施過程が示

されている。婦人総合センターの森づくり実施は，県主脳部の英断（第1編p．3～4）による。

同時に具体的には，計画段階から実施まで清水雄三課長，福田秀一郎主査が中心に見守ってこら

れた。また現地調査では，荻野武利，穴井法明，西野浩行，前田文和，木村雅史，タイ国森林官

Naris　Talnmachet，環境科学研究センター金鍾元氏など多くの方々の御協力を得た。記して謝

意を表したい。


